
｢一で必要なる｡ 定義にの電
荷が受ける

- _ - -

⇒ F = E Eし電位の傾
き| ⇒ E =T

電流工→定羲にする電荷の量

I オームの法則→VER I

（ア
1↑寸ジ
な

!!

迠､

!

の'

'

楽棐賚
｢提"？な /

ETEデ=
で

F E E = eE

上図のように力を見出だせる、つりあいの式をたてると、
kひ=eE

E=fを代入して
Kひこで
：。びし、，
（ア）

（イ Isに通過する電荷を数える。

ので競-_-
の
で

"#

の面
を通過

1たコのモデル

- ー > 0でした｢で"でが？を
通過｡

つまり5/での部分 体積Sひ m³］ にあった電荷
が通過するといえる｡



1 2 （イ 続き
1m³あたりにn［個了あるので体積5ひ［m²） にある個数Nは

N = N ・ s ひ

1個あたりが-e [C］の電荷を持つので
I = e N =ensu_n.itイ）

（ウ
（イ）のひ

とし一を代入し
て

I = e n st=といい
（エ エ=で"#に と I = Re を比べる。

↓

I=#，
↳,
や

よってRこと､
エ

（オ RこだうとR=P」を比べる。
↓

にと
P よって P=（，、

（カ）
（オ）よ

nがたい（かとPが大きい。 （材質で変わ
Kが大きいけ）とPが大きい。 （温度や材質で変わる）



•不明数を文字でおく、-璥？ででででのの
ではの種類が増え
なようには

•キルヒホッフ則（第2）をたてる（電圧の関係式）l.v.
p

I を 立 式
⇒連立する
抵抗の合成法則は基本的に使わない。

.. にいいのになので､ ｢なにの
ななななー ー ー ー っ

じ、0-Aさ

!

いと

!

・c

! 4？
と な

キルヒホッフ則より
国・ V 2 =V 3 . . .① （始めからV3とおかず、V2としてもよい）
II・10=V、+V2・・・②

VこRIより
V1=3.8(I、+Iz）・・・③
V 2 = 2 . 0 I 、 . . . ④
V3二3.0I2・・・⑤

① に ④ 、 ⑤ を 代 入 し て
2.0I1=3.0I2・・・①'

② に ③ . ④ を 代 入 し て

10=3.8(I、+I2）+2.0I、 = 5 . 8 I , + 3 . 8 1 2 m ② '



1_（21）続
①'を変形してよに2I2、②'に代入して
10=5.8.212 + 3 . 8 I 2

10=8.7 I2+3.8エ2
. : I 2 = 0 . 8［肋- _ - . .（ウ）

① ' I、=主 I 2より I = I な 2 よ り
エ、=1、2［月］

-_-，、（イ） エ=2.0［はーーーーーい（ア）

VAB=Vであり③より VBc=V2であり④より
V、=ICIJ、 V2=2-4い-_-（オ）

※求めた値が、①～⑤の式を満たしているか確かめることで
計算ミスのチェックができる。

（2 アースをつないでも、電流や電圧に変化は起きない。
そこが電位0の基準となるだけである。

A.山で
ぶの
で

!

で

!

と絶
るか｣

の イ メ ー ジ - _ -

しにで纍
で𠠇｡

にこ！ししす
とV2さがる靆 6 ー ー ー ー ー

カ VB=0［は-_-（キ）よってVA=+Vに7と、、いいVe = -V 2 =



I I I T 測りたい素子 ....最大Lm.か流せない

!

愛 が

なすの解煕思？
↳ - 1 1-1にだいだ］

内部低抗_､ 流なのかな
2をつける1mA

はいでん

$

" →100mA 99mAがRに流れるiIP-s.se?D-こっこ
ての ｢で1.ee/__.,gy ようにすればよいのだ。

キルヒホッ
フ則より
同じ電圧

VERIより
☑ V = r.1 .0x10-3
R I V = R・99×10-3

よって
r・1.0x10-3=R・99・103

i R=1， これを並列にくい



測りたい素子 100Vまで測りたい

- が 一 ・四世で］でが､ な
でがな：

!

がトーレ倍：/
率器 / Rをつける
くうこうまで測りたい

す.fi?iTI__：！､
と

!

､ 電流は同じ

Rで 9 9 V電 位 が
おちるようにすればよい

"

V=R Iより
1回 1 = r I ⇒ I = !
R 9 9 = R I ⇒エ=，だ

よって

市=y
"Rこてこて
｢は？

※「の単位が「KR）なので
Rの単位も［K2］



1-1で11⑥に電流が流れない⇒PとQが等電位

p
I=0なので同じ電流となる

※で､ で嚚すぐ

%

､ と同じ電位差
となる

合で？"
同 じ ）となでだ流とな
る｡
V= R Iより
回 V=R,i.・・・① D V=Raiz・・・②

3 V'=R3is・・・③ R V'=R41、・・・④

①、②より

R i d , = R a is・・・①'
③ 、 ④ よ り

Ra i , = R s i s . . .③ '

⟂｡ ｢よ
り

※本質的な理解から遠ざかるが、
公式がある。石確かめに使うくらいならOK.

R I

-と必 形のまま、分数！：唁 などと！！
%R、=

☁

2-11-_-」 とかける。



のでのたがよ
り

回 V = R i n I I IにRat i
この2式より

V : V ' = R . : R 4
電圧の比は抵抗の比と一致し、Eが変化しても、
PとQの電位が変わる要因にならないのだ。

（3 抵抗が小さくなった場所には、より大きな電流が
流れるようになる。

•P

にか・｢かんしん○､ こ
この Iが増える

②この向きにIが流れることで①のIを増やす。

よって P → Q 向き

※ これは かなり大雑把な見積もりとなるが、
ホイートストンブリッジではここまでしか聞かれないことが
ほとんどである。
正確な量を計算するには、通常の回路の問題の
ように解けばよい。



1-27
R=PS よ lが長い程、抵抗が大きくなるのだ

（1) AB間の抵抗率をP、断面積をSとすれば
R3=pf . R E P !iとの

※
となる

AB全体の荘抗をR｡ とし
て

｢

!

痮-3かんな
すいう→B

B E eseRoI

☁

p y ( R e t e R。考えるにとる割合で分けて

V=R Iより
R V= Rit.・・・① R I V ' = R a i , . . . ②

⑬ V=Rs is・・・③ R V'=R412・・・④

①、③より ② 、 ④ よ り

R i t . = R」 1 2 . . .① ' Ran=Rei2・・・②'

やより

だそ
i . Ra : BY

R、一つR.
= TR,
→



1621 続き
（2 問題文で示された条件の通りに考えると、

R3=R4
となるようにすればよい、ということになる

P

がく /

⚠

☆に

「りでたてた式

には､A・-1

!

1-
TJ_1.n o

B
と、R3ER4という条件から

1 R4 | R , = R2
- 1 「鬱な！に知た

い
- _ - 。R3=R4

※電圧降下法とは
、つぎに誤差あり

電流計、電圧計でIとVを測定してかをだす｡
には同じ R！

と求める方法、左図の場合だと、
りー
り に 一

Iが○の方に分かれてしまっている分が
誤差となり、正確さに欠けるのだ。

1 、61の方法はこれよりも誤差が少なく、電圧降下法で
大まかにR、=R2とした上で、精度の高い測定をすればよいのだ。

.



1 2 No（グラフのV、端子電圧）

M籤な籤
i A

（グラフのi)
1

☁

-_-1人閉回
路1
「TEV）に

閉回路1でのキルヒホッ、フ第、2法「、則より

E = V + r i ⇒①式を示す、（問題文の説明
していること）

""だ=V+rえを変形して

V = E - r i

これは、グラフの切片がE、イ傾きがrであることを示す。
グラフを読みとると、

切片が 1 . 6 V ⇒ E=1.6と1一、、，（イ）

の傾きが 1？1-12=0.5 ⇒ r = 0 . 5 0 5 2 7
- _ - （ ウ ）



I)～とか設定が複雑なので､ とりあえず作図して､ 色分け
してみる｡

E'.R'が変わらず⑥の方に電流は流れて
いないのでA→B全体にかけている電圧のいちが"、一一が

q-i.ie?：-i.

$

Bnpiiii！
の

"

∃ーーーーー簡-_ -

!

｡ど
IG=0なので

IG二0なので（図1）ここの電位差は0
ここの電位差は0
（図2）

（図
キルヒホッフ則（色分け）よりRoにはE。の電位差があるとわかる。
よってR。でオームの法則をたてると、

E。 =Ro I・・・①

（図
キルヒホッフ則（色分け）よりRにはE の電位差があるとわかる。
よってRでオームの法則をたてると、

E = R I・・・②

ここで①と②のIは等しいので もより
だ=RF・・・③



52687 しり続き
ここで長さと抵抗値が比例することから

l o : l = R o : R

⇒ p p = f . . .④
④ を ③ に 代 入 し て

だ = t :.だく。
（2 、-1リだー1コ-

P-Qの抵抗は5-2"い？.si?-!E--ね
⇒ P-cの抵抗は

" p11-

☁!

↓IG= 0

5-2×，0=1.5.2
C-Qの抵抗は
5 1× - 6 = 3 . 5 . 2-にさす

キルヒホッフ則（色分け）より P→CにEの電位差があるとわかる。
よってP-Cでオームの法則をたてると、

E=1.5×1A
=1.5に、一、



I 続 き
（3

1-1リだー1コ- P-c 'の抵抗は"い

!

.io/;i!i_e-
_d a

5 2 3

⑨↓ I G=Oじ・・
I G = 0でも r に電流が流れる。-

!

がなに？？のでけが変わる

閉回路1品v

◦閉回路1でキルヒホッフ則をたてると、
E = V 2 t V r

⇒ 1 . 5 = 29 .5 1 + r i ⇒1.5=（29.5th)i・・・⑤

◦ キルヒホッフ則（色分け）より P-C'の電位差はV2と同じ
P-C'とR」でそれぞれオームの法則をたてると
P t s V2tossr×1a・・・⑥
I R V2=29.5m ×YA］・・・⑦

⑥、⑦より 2 9 . 5

5で5 = 29.5.1 . . . 1=0.050A)
14の言

⑤に代入して
1.5=（29.5+r）・0.050

⇒ 2 9 . 5 + r = 3 0 ： . r=0.502--14



2
（1） 回路の解法で求める。

-で､

!

こ
の

キルヒホッフ則より
12=V、+Vz+Vr・・・①

bs オームの法則より

1 にこ叕ざ品
A

YTV

(

↑率
¼☆ '

で'" Vr:0.5I・・・④
2.is 三 3.5r

① に ② .③ ④ を 代 入 し て

1 2 = 6 I
エ = 2 . 0 は- _ - バ

（2）それぞれの抵抗での電位差を求めると、
② よ り ③ よ り ④ よ り

V1二 4 . 0 [ v 1 V 2 = 7 . 0 [ v ] Vr = 1 .0 [V］

アースのつながっている場所（ ）がO(V）の基準で
あることから考える。

VA=O+V、= 4.0は-_-い∉
［''こ
とに'※

は塵と
よの⅔ YB三9はニ-7.0んは

- _ -

1 V n =V e = - 7 . 0 5 7
ー ー ー ー嚙いと・・

にあがるきいがる



続き｢一 の3 端子電圧は
VDA と の差）のことであ

｢明

%

？-？
•

VDA=12-VrはあがるVrさがる
b

S = 1 2 - 1 = 1 1 に 1
- _ -

I
し

"

で・

いま年"しなさ
がる

（4
スイッチをでると避流が流れないので抵抗での

電圧降下がなくなる。（：・V=RI）

ルー※1
コうう

!

電 池 は 電 流 が
なくても電位をかえる。？る ！

| 左図よりA.'上しーー？-1-9・c
VA=VB=Ve=0無い生のOCv3の基準
V p = 0 - 1 2 = - 1 2、



1 2 Eに6.0v
電池での電位のルール

1 13・メだの景
_ ' 正極が絶対高い

"で

!

､ とき
に？､ "

抵抗での電位のルール
よこや龗らができこむ方

どこかで仮定したIの向きに全てそろえる。
今回は、E、の正極→負極という向きにした。

電圧の式をたてるが、少し見づらいので開いて考えてみる。
（慣れたらいきなりたててよ

でででで
い・ 譶-譙............鵶
•キルヒホッフ則の式をたてると、

6 .0 = 4 . 0 + V z + V 、 . . . ①
（上昇） （ 下 降

※ 0 + 6 . 0 - 4 . 0 - V 2 - V , = 0

（はじめ）+ 変 化 ）= としてもよい。

•オームの法則より
V1=R、 I V 2 = R z I
⇒ V,=0.5I・・・② ⇒ V2=1，5I・・・③



A 続 き
① に ② 、 ③ を 代 入 し て

6.0 = 4 .0 + 0 . 5 I t 1 . 5 I

i I = 1 . 0 L A I
② より ③ より

V 1 = 0 . 5 0 [ V ] V 2 = 1 . 5 [ V ］

ここでPQの 電位差Vpaは（ とし の電位差なので
Vpa= 4.0+ V2

二 4 . 0 + 1 .5
= 5.5いーー、，

※ Vpa= 6.0-V、 としてもよい、

Vpa=6.0-0.5
=5.5い-1



い、2 1 数式で示して考えてみる

ことの
で！罰↳ _
キルヒホッフ則より

E = V+V2・・・① V = V 、 . . . ②
オームの法則より
R V、=10kr・（I-Ir）・・・③
① V = t u c k s・ I r ' "④
R V2=10km・I・・・⑤

①に④ .⑤を代入して

②にのすがパI・・・。
1 0 ( I - I n ) = r v I r

⇒ 1 0 I = r v I r+10Ir・・・② '

① ' に ② ' を 代 入 し て

E = r v I r + r r I r + 1 0 I r
さん=tmttnnon

④に代入して

V=rv・フル ⇒ V=だいに



FM(1）続き
ここでなといたとき
の値が、大きくなるかどうか考えればよい、実際に
10KRと 100k2を代入して求めてもよいし、極限をとってもよい

V=
に

1 - 三 = 1-三
↑

TWOTT
EY

|に-_-
たシ

まにが大きくなるとしよー
（2

元の値をVo､ 後の値をVとした
とき､ 離とする 1なし
（変動率）=（ル）=。

といえ

つないでいないときは、○で断線しているときと同じで
r v二

#

といえる。よっ て

Vo = E
つないだときはrx=h、といえるので
V'= 211た三 （E）

よって変動率は

（変動率）=かなう 2にーんたた､
2



｢でこのすだと分子が負なので､ 大きさ 絶対値 にす
ると

1（変動率）にE_jETE
-1-r.ms

これが0.05未満であればよいので

1 - _ " ≤0.05
0.95 ≤ 5だ

0.95(rvt5）≤rv
0.95.5 ≤ 0 . 0 5 r v

i . 95にした
- _ - い



1 国 回路の対称性を活用する
3分割

2分割

(

癯：：！
霽

"

爾！！！：
：：癯豔

← （1）答
合流

（2 例 え ば のコースでの電圧降下を考えると

が憑た無城・
E E Vs

（電圧降下の和）=V，+にt V s
=E r t E r t J r （：にRI）

=がIn
ここで A - Bにかけた電圧が 5 0 V . に5、Onということから

50=E.I.5.0 . ' . I = 1 2 ［ 幻
. o r g

（3 50［v］かけて12［A）流れているので

R=f=j=4.16... . ÷ 4、エッ



「コンデンサーを含む回路ーーー
直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう。

D なのでたでしの
あったらQ:CV⇒V=ELv 3

※ 直後のコンデンサーを導線を見なす」というテクニックは､ はじめに電
荷がたまっていない場合しか成立しない、忘れましょう。

※時間後｡
鼗鼗籭な鸞
でででで
で､ ？？|

Q=CVでたまっている電荷を求められる。
※ 「十分時間後は断線と見なす」という

テクニックは成立するけれど、しょうもないので忘れましょう､ 断線では
なく､ ちゃんとそこには

_

コンデンサーがあります。
一 _ 、 .



子が寺間後の話なので､ コ
ンデンサーのすでな- _ -に湖E

ー ー い い っ
9 [ V ] 1 [ s ]--トーロ-_-ななの回路が成

立｡ ⇒ i [A）流れるとする
Aして.gl/!
TV__1T, -
_-1∄

② 色 分 け を お な う

③コンデンサーをまたいでの
色がちがうので、

6rにー|トローーく）はアー 電荷がたまるとわかる。
9[v]1［2］ 9[v7
L E T T E l t r t t

④もーるし
この閉回路でキルヒホッフ則をたてる。

Aからスタートして1周の電圧の式をたてる
9 [ V ] - > i → i 9 [ v ) → i 9vipで

A-_とらやーンんやー必中一！

%

+ 9ででなす
= - 6 4

（はど9-1.n-nとn+9-6？もおわり）
⇒ 9 i = 9 ⇒i=1.0［か-_-、，



皿 続 き
（2) A→B間の電位は、E、を通る経路で考えると、

9(v)
1［

☁

一つでICA]

- ☆ ロ ー - A → B で
9v3

だ
=Icv，イーリー

11-7・B
下が？！、ると？"

※ A→R→E、→E3→Bと通る経路で考えてもよい。

りにせいーー" A→Bのとい人 の経路で

"もーた
ーししの

ぐ彦
店'？；'
玷だ人一 _ / 1-9019+1

> ⇒ 10［いさがでるー ー いしい



｢一､ 3のシンデンサーの問題と
して解く､

1.直後と十分時間後を書いて、イ2.キルヒホ
ッフ則 （電圧の式）
3 .電気量保存 と Q = C V ⇒ 連立

｢率一で時 ｢いいー
りななおだけに・・鼠Fi。

☐ ☐ な 管
↳-ロートロー レトロートロー

• キルヒホッフ則（電圧の式）をたてる。
（2）よりA→B間が10LV）なので

1 0 =V、 + V 2 . . .①
※「1周」という考えにこだわらなくても、電圧の式は
たてられるのだ。

• i？での。電とな"・・・。
｡ Q=CVより

&，=2V、・・・④ 8 2 = 3 V 2 . . .⑤

③に④、 50を代入して
0=-2V、+3V2 ⇒ V、=主V2・・・③'

①に③ 'を代入して
1 0 = 2-V2+Vz : . V 2 = 4 [ V ]

⑤より
※ ① よ り V 、 = 6 E V ]q2=3cM］・4LV] ④よりq=2［µF ・6[v]=12
［1Cコ= 12［1192-11



｢一州必要なる｡ 定義にの
電荷が受けるー ー ー ー - _ -

⇒ F = E Eし電位の傾
き| ⇒ E = t

競↔｡ ､ ？
でし！？､ ］
↳に籤

"

-

（ア）電場は電位の傾きなので
E = f = t

電場の定義にEEより
f = qE=eineeいり-_-p)

（イ
（毎秒する仕事）=（カ）×（1秒の移動距
⇒（仕事率） = f × ひ

こeh？のはワット

（ウ 単位体積あたりn［個）で全体積がV=Sl[m³コ
なので、全個数Nは

N = n S l ［ 個 コーーーーーい（ウ）



はて 続き
は 1個あたりへの仕事率が（イ） p=eでひなので

N［個］にする仕事率Pは

P = e tU N = e Iひ . n s l
=、うひしーーーいとう
これが熱エネルギーとして発生する。

（オ I=ensnni男（←覚えて使ってよい式）

（カ
(I）式と（オ）式より

P=

"

だの

これは、 ジュール熱の公式 P=IVを示す。



1-3共通なものが何かに注目して、公式を
使い分けよう、

公コのでは

%

|_た？により-_-
（1と､ かよが共
通
Qに IR、 Q2=IR」 よって2=のでは

※ Vを使うと =！"
Q、 = IV 1 . Q 2 = I V 2

や
Qにが Q2=だ
と書けるがV、、V2が不明なので解けない

（2 → I

-はったVが共通い
Qにが Q2=だ よって｡ ？

=だ だい



1-6127 物理で相加・相乗平均の関係式 2？石を使うのは
この問題と熱の超マイナーな問題の2つ、
この問題の方は割と典型問題なのでおさえておこう、

E

ジジ

"

のビ ッ コ至宮司
P = I R

Iがいくらか考える。
キルヒホッフ則より

E=るな ： . Iまな
（合成抵抗の公式を使ってもよい）

これより

R=I'R
=(FTR = にはだ
=とは、「iだ=。お。+りだ

Aとする bとする

Rの関数部分、at b が最小となるときにPRが最大
といえる。ここで相加相乗平均の関係より
2 2 ≥ T ⇒ a t b ≥ 2 F b

となり a t b の最小値は2bといえるのだ。
こ こ で a tb = 2 R F となるのは a=bのときということから
R=、だ .・. R二



1267 続
よって

Proseだ⇒ Pmax=0，2-r E 2

なのでなーい w̅i
だ

=

2 21まで=
※これは体系物理の解答の別解にあたる。でも入試本番で
この計算を落ちついて行うのはきびしい。
数学の力を使って解こう、

P E Rtitttei E ²
前の最小値を求めた
い｡

f(R)=R+だーとして
f i r )= 1-ト2R-2=1-だ

f iR)=0となるのは
のときである、「増減表を書くと

如にR+だジドで1で、⇒れない



1267続き
Rt「だが最小値をとるのがR=rのときとわかったので、

ー ー ー ー い

たおだだ⇒ Pax=おだだ
=と，

※体系物理の模範解答にあるような

にじで
で で

という変形と、これによるグラフの作図は通常しないので
無視しましょう。

相加相乗平均か増減表を使うのが一般的です。



こなたで？のにするの だ
｡ なのでたでしの
*でないとで？どうテクニックは､ はじめに電
荷がたまっていない場合しか成立しない、忘れましょう。

※時間後｡
鼗鼗籭な鸞
でででで
で､ ？？|

Q=CVでたまっている電荷を求められる。
※ 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど､ しょうもないので1
忘れましょう､ 断線では
なく､ ちゃんとそこには

_

コンデンサーがあります。
一 _ 、 .



1_の続き
値後

C.=2［µFコ ①値1）はコンデンサーの
ijiiy

$

Eowsnn. p 電位差に最初に注目、
Q=CVより

V1=

☁

=2プー=100[V1なと！で
き：！！ ②色分けをしてみる。！！で､ し
んし・E Gに電位差がないことに注意

して色分けすると左図のように
なる。
RにはV、と同じ大きさの
電圧がかかっていることが分かる。

⇒ ABの電位差はV、と同じ
よって 1 0 0い

. m n #（2）
1十分時間後5-t-J_s.CI

① 1十分時間後一一一コ、、、はコンデンサーに

① 注目、⇒Rにも流れないことが煮､ 繪

!

､
凞靈璿
璿で

｢玖
璿"話"

電流がかるな
にとした｡121↓た0 i I j②（2=3［11F]

②電気量の保存より、コンデンサー
に電荷は残ることが分かる、
⇒&..q2,Vi.V2'とおく、

③ 回 路 の 色 分 け を 行 う
⇒ V i : V i
となることがわかる。



I _の （3 続
立式を行
◦ご

"

で の電気量保存より
+200 = q、+82・・・①式

◦キルヒホッフ則より
V i =V i (⇒ Vとおく）

｡ Q = C Vよ り

回 q , = 2 V . . . ② 式
(E). 8 2 = 3V...3〇式

① 式 に ③ 式 ④ 式 を代入して
2 0 0 = 2 V + 3 V
品 V = 4 0 [ V ]

②式より ③式より
q , = 8 0 [ uc ] q 2= 1 2 0 [UC I

ここで電荷がどれくらい移動したか考える
1十分時間後5 -TJ . s e値と

roomy-200[us +8019､
1-8041は

移動した電荷は
⇒

☁

☐］ と 籅
+

but1-120[uc]



12777続き
T IやVが一定でないので

P = IV=RI2=だ
の公式は使えない

⇒装置全体のエネルギー収支より、
（2つのコンデンサーが失ったエネルギー）=（消費された熱）

という関係から求める。

U = I QVより前と後○のコンデンサーのエネルギーを求めると

し前 =き

"

で𩻩

"

い だ = パパは

U)=I8_I-is.mn#404は+ ½・120で
11'404は- 1 1 . 1 L

= 1.6×103 + 2.4×10-3 = 4.0×10-3[J]

（※体系物理では U = I C V2で計算してました）
※エネルギー
［J］

をだすときは、EMC][MFIは［CI[F]）
に直さないといけないので注意

こ こ で 失われたエネルギー量は

U前 -U@ = 1.0×10-2-4.0×103

= 6.0×103［る
ー ー ー ー 、



1、な 豆電球は電流が流れると発熱し、抵抗値が増える、
にのさ5-が大きくなって､ R
が大きくなるのだ

するとV(I）が大きいと、Rが大きく
なり、I=やVのグラフを書いたときの
化頁きがだんだん小さくなっていくと - _ -

わかる。
※ Rが一定値の抵抗だと、I-Vグラフは

解る
と！で
..に-蕞が神でに-

な？にな
なでな
一一・・・・・

（1

です←､ ななるべくさ
やを使って未知数を設定L t t

E = 1 0 0 [V］

抵抗Rでのオームの法則より
V E R I⇒100-レ=501--14



1_で 続き
（2）前問（1）の答えは、エ-Vグラフの式の形にすると

エ= - JV+2
これをグラフに書き込む。

V0で20
I、「2-0-

交点となるIとVのときである。

約 a s

a､ _

!

/_回路だ？件と
豆電球の条件を満たす
のは

よって
V二565はーい

約56[V］
とV=100でた。

エ = 0 1 8、 # ，



127
の年｡ と球のよと✓を最初に文字でおく 重
要

ー ー ー ー

②おいたIとVをなるべく使って、未知数を設定する。

❤

③ 回 路 の 式 を 立 て る 。 （ オ - ム

ー ー ー ー ー

の法則やキル

則
う
］｡

しホッフ| ④グラフを使って解く、
う､ ｡

!

まず
はここを設定1'-4､ 2：20となる
べくさとしを使って

未知数を置く、
i = 2 ( i I=

↔

-

1-

☁

∄たi=It。
E=150[V1「TV

10Rの抵抗でのオームの法則をたてると
150-V=10.(I+2)
i . I = 1 5，と、

（2） I

｢き､ の
go

グラフの交点を読んで
V=511-1約7.4jiL_w.no
1-7-411世



｢コンデンサーを含む回路！一_でに書いたものと同じ､
_ ､ ､

直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう。

D なのでたでしの
*でないとで？どうテクニックは､ はじめに
電荷がたまっていない場合しか成立しない、忘れましょう。

※時間後｡
鼗鼗籭な鸞
でででで
で､ ？？|

Q=CVでたまっている電荷を求められる。
※ 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど､ しょうもないので1
忘れましょう､ 断線では
なく､ ちゃんとそこには

- _ -

コンデンサーがありま
た､ なのでい ー す と度も書



☁

続き

値

$

？、見？するのででここ

に

!

まで ｢すこき点？
=0なので同じ色

一\､ ､ で
分けを行う人一

一 〈一
しん

②色分け よ り 、 R 2 の

電 圧 は 0 .
③色分けよりR、の ⇒ エ 2 = 0

ー ー ー ー 、
電 圧 は E .
な い

④ P点でキルヒホッフ第一法則（電圧の式）をたてると

I、=I2+13
ここでI2=0なのでで

I 3=エ、

玉
※上の極板に電流が流れ込み、十に帯電する
と見通しがたつ。



120 続き
1分時間後- 5 - - 1ー ー ー ー

最初に「コンデンサーに流れる電流が0 」が決まる、⇒Rのみで回路が成立しているとでは3)

R . 電流が流れる
､

☁

だで

!

て！なて↓？､ 上
に､ まずここが決まる

② 抵 抗 だ け で 回 路 が
V2IDR｣ しし
に

成立するので、よいよュが
あることがわかる1 _ L
で強に何に

VC=V2
の電圧がかかるとわかる、

キルヒホッフ則より
E = V i t V2 . . . ① 式

13=0なので
I=Is・・・②式

オームの法則より
R V、=RI、・・・③式 R V2=R212

②式より↓
V2=Rz I . . . . ④ 式

①式に、③式、4〇式を代入して

E=Rは、+RaI z

:.I、=1， ⇒ の式より エュニI, = ､、
※ついでに聞かれやすいことです？たま電荷Qは
④式より

V2= RRTE ⇒ Q C Ve = CV2=
i､ はて
こ､ ､



1、の 誘導に従って考えよう。

（1）(EEVの場合）
R→こ｡ よ？で湯で同じ
色

E
E D I "

1」が
2 い

①→②の順に考えることができ、
とわがまーー
ー

（2 (E>Vの場合） →豆電球のような特性曲線の問題と同じ、
まずはダイオードのIとVを設定する。

E､ なんでーー・1

!

まずここを設定ユ

|
！ーえい②なるべ
くん､ ひをy

使って文字をおく、

（イ Riのオームの法則より
E - U = R i

⇒ i = BE-やひ



12（2）続き
グラフの交点を求める。

i
-装=！⇒グラフの式を考えると、

でででで。0式I n。
i=PE-ジ

グラフの交点を求めると

t（ひ-V)= E-？
⇒ R（ひ -V ) = E r -ひ r

⇒ひ（R+r) = E r + V R

（体系物理の解説と
の .ひこ 、、 やってることは同じ）

（ウ P=IVより求める。（特性曲線の素子なのでP=だとかは
できない）

①式（グラフの式）より

i=t（ひ-V)
=な（ー？-v) = -

p=IVより
p=iひ=、だ。はでに

=たはーいや


